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留学生および日本人学生のインタラクティブな授業の試み


























































されている（安井 2008，世良 2013）。 
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2. 合同授業の概要 
2.1 実施時期および授業内容 
 本実践は、2016 年 4 月から 7 月にかけて、計 6 回実施した。実施日と実施内容を表 1 に示
す。7 月 12 日の授業は、60 分のみであったが、その他の授業は、1 回 120 分行われた。 
 
表1 合同授業のスケジュール 
日にち 日本語クラスの内容 英語クラスの内容 
5 月 10 日（火） 自国の紹介 
（ポスター発表） 
発明した商品の CM 発表 
（ポスター発表） 
5 月 31 日（火） 未来の製品の発表 
（ポスター発表） 
“How to…”  
（ポスター発表） 
6 月 14 日（火） 自国の大事件紹介 
（ポスター発表） 
インタビュー 
7 月 12 日（火） 「岡山大学を改善するための提案」についてのディスカッション 
7 月 19 日（火） 「岡山大学を改善するための提案」を行うための調査、資料収集、発
表準備など 
（プロジェクトワーク） 




作業）、PowerPoint による発表の 5 つであった。5 月から 6 月までは、各クラスのトピックに
関する発表やインタビューを合同授業で行った。そして、7 月に実施した 3 回の合同授業では、
留学生 2 名、日本人学生 2 名のグループを作り、各グループにおいて、「岡山大学を改善する
ための提案」というテーマで、プロジェクトワークを行った。協働して調査や発表資料作りを




ベルの4技能を対象とした総合クラスであり、教科書は『J.BRIDGE to Intermediate Japanese』
を使用していた。23 名が履修しており、国別の人数の内訳は、米国 8、中国 3、英国 2、オ
ーストラリア 2、ベトナム 2、ミャンマー 1、台湾 1、バングラデシュ 1、スリランカ 1、カ
ナダ 1、マレーシア 1 であった。留学生の身分は、交換留学生や大学院生、研究生などであっ
た。授業は、120 分授業が週に 4 回、計 59 回開講され、そのうちの 6 回において合同授業を
実施した。週 4 回の授業は、2 名の日本語母語話者教師が 2 回ずつ担当しており、合同授業実





 プレゼンテーション・スキルを学ぶ日本人学生対象の「総合英語 5」の 2クラスにおいて、
合同授業を実施した。英語母語話者教師が 1名ずつそれぞれのクラスを担当しており、合同授
業の際には、2クラスを統合して実施した。履修者は 18名で、TOEICのスコアは、400点程



















ト」の 4つに分類される。それぞれの質問項目を表 2に示す。 
 
表 2 アンケート調査の質問項目 
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15 授業外で、発表の準備や交流のため、日本人 / 留学生と連絡をと
りましたか。連絡を取った人は、連絡目的と方法も書いてくださ
い。 












7 日本人 / 留学生と交流する時、言語の問題はありましたか。問題
があった時、どうしましたか。 
8 日本人 / 留学生と交流する時、言語以外の問題はありましたか。
9 合同授業の時の教師の説明は、分かりやすかったですか。 
17 合同授業の利点と問題点をそれぞれ書いてください。 









くない〜7：大変良い）させたところ、留学生 6.18、日本人学生 6.25 であり、両者共に、合同
授業を肯定的に捉えていることが分かった。理由については、留学生からは、「日本語の練習
ができる」、「日本人の友達が作れる」という意見が見られ、コミュニケーションの実践や友人









ワーク」という 4 つのスタイルに関して、7 段階評価（1：全く良くない〜7：大変良い）を行
い、授業スタイルの違いにより評価が異なるのかを分析した。その結果、ディスカッションが、







 合同授業の回数については、7 段階評価（1：少ない〜7：多い）において、留学生 3.71、日
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 次に、「合同授業を通して、相手の文化を学べましたか」という質問に対し、7 段階評価（1：












段階（1：全部英語〜7：全部日本語）で評価させた。留学生 4.94、日本人学生 4.19 であり、
数値が高くなるほど日本語の使用が多いことを表すため、両者共に日本語を多く使用していた
ことが分かった。これは、6 回の合同授業のうち、3 回は、それぞれのクラスで準備した内容
















にとった）させたところ、留学生 3.82、日本人学生 4.13 であり、連絡を取り合っていたこと
が分かった。したがって、発表準備のために授業外で集まったり、メールのやり取りをするこ
とでも、4 技能が向上したと考えられる。 
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